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01審美感

03独創性

04象徴性

05完成度

02調和性

Form

・コミュニケーションの核となるアトリウムの空間には、RCキャンチ床や屋根鉄骨といった構造躯体が意匠表現として
露出し、建築の持つ力強さを表している。

・雑然とした都市的環境に対し、外部に対しては自然環境を取り込みつつ視線を制御して距離を取り、内部に対して最
大限に開く構成とし、プライベートな「発想の場」を創造した。

・老朽化した7棟の既存建屋を敷地外移転なしにスクラップ＆ビルドを繰り返すという特殊なプログラムの中、エキスパ
ンションジョイントなしの構造計画や、接続工事の施工方法を検討し、最終的に一体的な空間として完成させた。

・快適な視環境や温熱環境、全館安全避難検証による竪穴区画や排煙の免除、といった要素技術と検証を重ね合わ
せて実現された、快適で開放的なワークプレイス

・研究者の為の快適な環境の構築と、スピード＆フレキシブルなワークプレイスを実現し、ワーカー個々のポテンシャル
を最大限発揮できるクリエイティブな研究開発環境を創出した。

Ｂ.機能軸
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09安全性

10先導性

07効率性

Technology

・研究活動の活性化を図るワークプレイスと、偶発的なコミュニケーションを触発させる場のしかけを提供した。
・3期9年にわたる工事中も研究開発の手を止めることなく、敷地内にて研究活動を継続した。

・トップライトによる自然採光により、アトリウム、アトリウム側オフィスにおける昼間の照明負荷の低減。
・屋上緑化やゴーヤのカーテンによる空調負荷の低減。

・研究者のワークスタイルに合わせてオフィスと実験室がリニアに並ぶ構成とし、スムーズな人の動きを可能とした。
・また組織や研究活動の変化に対応できる、間仕切りの無い伸縮自在なフレキシビリティのワークエリアとした。

安全検証法ルートＣの大臣認定の取得により、竪穴区画と排煙設備の免除を受け、建物固有の安全性を確保するとと
もに、アトリウムの開放性を獲得し、視認性による安全確保も実現した。

・視環境の事前画像シュミレーションを行い、輝度画像の解析により順応を考慮したリアルな見え方を再現し、計画に
生かした。
・階段室加圧防煙システムを採用し、避難経路の全性を獲得し、前室のない開放的な階段室を実現した。

Ｃ.社会軸
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12資源消費

Environment

・エコワークスタイルを目指して毎年取り組んでいるゴーヤとへちまによる緑のカーテンの育成の活動が、板橋区「緑の
カーテンコンテスト」の団体部門賞を受賞。

・敷地北東側の10ｍのヒマラヤスギをシンボルツリーとして保存し、伐採によるインフラへの影響等を低減。
・新築と干渉しない既存躯体を残置し、掘削量の削減に努めた。

・空調設備機器、実験設備ダクト等をすべて屋上に集約し、周囲に目隠し壁を設置することで、住宅が多い周辺地域に対し、
騒音面と廃棄・排熱等を配慮。東西面はバルコニーとルーバーを設け、近隣への視線の制御と同時に日射調整を行った。
・敷地北側を幅2ｍの自主管理歩道として整備し、地域住民に対して安全性と利便性を提供。

・開放的な空間構成、シースルーEVにより、、視認性による空間認識や情報伝達のしやすい工夫をしている。
・知的創造の誘発を目指し、集中、コミュニケーション、リラックスの場をワークエリア内に設け、場の選択を可能にした。

・竣工後、ユーザー企業が大学の認定研究所に指定されたり、モノづくり大賞を受賞するなど、研究開発活動の活性化
が図られた。またリクルート希望者の増加など企業の発展に貢献した。
・創造的ワークプレイス構築や、居ながらスクラップ＆ビルトの実現により、メディアへの掲載や社外表彰を受けた。

Ｄ.経済軸
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16ｲﾆｼｬﾙｺｽﾄ

18維持管理

19耐久性

20ＬＣＣ

17ﾗﾝﾆﾝｸﾞｺｽﾄ

Life Cycle Cost

・3期9年にわたるスクラップ＆ビルトの中で綿密なFP計画や盛替計画を行い移転や仮設費用を最小限に抑えた。
・機械に頼らない各種設備システム、避難安全検証による排煙設備の簡略化等による設備費の縮減を図っている。

・電力使用量のモニタリングを行い年間の最大電力使用時のグラフと比較して傾向を把握し、予想に役
立てている。
・避難安全検証による排煙設備の簡略化等による設備費の縮減を図っている。

・東西のメカニカルバルコニー、屋上設備機器置場等、研究活動の変化によるインフラ更新が容易にできる仕組みを構築。
・各工期完成後には研究者に対する施設入居前後評価（POE）を実施し、課題を次工期に改善させ、フィードバックによる満
足度の向上を図った。また、竣工後も引き続きPOEを実施し、施設運営に反映させている。

・上記イニシャルコスト、ランニングコストの低減により、24時間稼働のCR施設を保有しつつも、年間1次
エネルギー消費量は標準研究所よりも1割程度抑制されている。

快適性と省エネの両立　（ Compatibility of comfort and energy conservation）

評価表　（Environmenr&ME design evaluation crii|teria(self-evariation)）

研究者のための快適な「視環境」を創る
Create comfortable “visual environment” for warker.　　
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19耐久性
20ＬＣＣ

■建築的に光をコントロールする     スカイライトからの直射が、一年を通して事務室に入らないように、事前の
シュミレーションによりルーバーのピッチや仕様を決定し、アトリウム周りをブラインドレスの空間とした。

■視環境の設計手法     設計段階での空間の明るさ感のシュミレーションを実施。輝度画像から明るさ画像、
リアルアピアレンス画像を作成して順応を考慮したリアルな見え方を再現し、事前評価を行った。

■視環境の評価指標への展開    　竣工後の写真を用いて視覚情報を空間周波数別に分解することで視野
内に混在する輝度対比を抽出し、明るさ感の定量化のためのデータベースを作成している。

■光と視線を制御する垂直ルーバー      低層住宅地に建つ南北に長い建物ボリュームのため、東西面の実験室への日射の制御と近隣住宅への配慮を兼ねて
バルコニーに縦型ルーバーを設置し、都市的環境に対して視線の制御を行いつつ内部に光を取り込んでいる。

■緑を取り入れる     緑を利用した視線の制御や省エネ対策を実施するとともに視覚的な清涼感を演出。

■建て替え中の快適性     建て替え中でも快適な視環境となるようにライトコートやトップライトを計画。ライトコートは期をまたぐ位置に配置され、接続工事の施工性にも配慮。そして、最終形にて南北方向の視線が抜け、視環境が完結する。

■光を導くライトコート     施工性に配慮した宙に浮かぶライトコートにより、天空光をアトリウムに導いた。

■快適なアトリウム     一年を通して快適な温熱環境となるようにアトリウムの空調計画を実施。

■かざしガラスの採用      東面は、「かざしガラス」により、直射日光を拡散光に変換して天井面を明るく照らし、グレアを
カットしつつ明るさ感を確保した、柔らかな光に包まれた空間を実現した。

■ワークシーン /時間帯にフィットした明るさ感      明るさ感にとって効果的な視野角の範囲にうまく光を導き省エネを図った。
また、ワークシーンや時間帯に応じて間接照明やスタンドライトなどを併用し、常に快適な明るさ感を確保できるよう計画した。
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自然光を導く斜め天井

東西面ルーバーによる光と視線の制御 光を取り入れた階段室

階段室部分のサインスクリーン北東側外観

ルーバー設置による日射のシミュレーション（夏至）

平面詳細図 S=1/80
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夜間は間接照明により明るさ感を補完

明るさ感にとって効果的な視野角

大空間の活動エリアのみを明るくするフロアスタンド

アトリウムの温熱環境シュミレーション

4Ｆアトリウム上部の局所的床吹き出し空調 2Ｆ床染み出しカーペット

4Ｆ床吹き出しスリット

輝度画像（計画時） 明るさ画像（計画時）

ルーフテラス 断面図アイストップの大木と 1期と３期をつなぐライトコート（2）1期と２期をつなぐライトコート（1）

 断面図

リアルアピアレンス画像（計画時） （竣工時）

長手断面

短手断面 トップライト、ライトコートからの自然光が注ぎ込むエントランス都市的環境の中での 3期 9年にわたる居ながら再構築

竣工時

ゴーヤとヘチマによる緑のカーテン

かざしガラス：開口上部に取り付けられた乳白ガラスにより、天空光と直達光を拡散光に変換する仕掛けアトリウムにおける直射光の検証
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3階平面図 階段室部分はガラスのサインスクリーンとなり視線が抜ける

階段室部分はガラスのサインスクリーンとなり
視線が抜ける
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